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マニュアルの変更履歴

リリース 21.24よりも前に導入された機能については、詳細な改訂履歴は示していません。（注）

リリース改訂の詳細

21.26.7このリリースでは、UPで SSH IPのインストールを無視するため
の新しい CLIがサポートされています。

21.24より前最初の導入。

機能説明
CUPSユーザープレーン（UP）は、サブスクライバのデータトラフィックを伝送および固定す
るコアネットワーク内の非常に重要なネットワークコンポーネントです。スムーズな Quality
of Experience（QoE）を実現するには、データトラフィックを維持し、最小限の中断で続行す
る必要があります。これは、UPでホストおよびアンカーされているすべてのデータセッショ
ンに対して堅牢な冗長性メカニズムが提供されている場合にのみ実現可能です。

すべての UPには、スタンバイ（ウォーム、ホット、またはアクティブ）の冗長 UPが必要で
すが、このモデルは、サービスプロバイダーに求められるリソース要件が多く、水平方向にス

ケーリングを維持できる UPの数の点からも、推奨されるモデルではありません。推奨される
モデルは、すべてのアクティブ UPのスタンバイ UPとして機能する複数の UPを持つ N:Mモ
デルです。N:M冗長性機能は、この冗長性モデルを提供します。
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UPには、Redundancy andConfigurationManager（RCM）と呼ばれるシスコ独自の新しいノード
があり、UPの設定管理と冗長性機能を処理します。

N:M冗長性およびRCMの詳細については、Redundancy andConfigurationManagerコンフィギュ
レーションおよびアドミニストレーションガイド [英語]を参照してください。

SSH IPインストールの無視の設定
UPで SSH IPのインストールを無視するには、次の設定を使用します。

configure
context context_name

redundancy-configuration-module module_name

ignore-ssh-ip
end

この CLIが設定されていない場合、デフォルトでは NSO SSH IPが通常どおり UPで設定され
ます。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


